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広報いのは再生紙を使用し、 大豆インクで印刷しています。

12 / 13～1/10 12月１日～12日の予定は広報11月号をご覧ください。
都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

12 月 1月
12月１日～12日の予定は広報11月号をご覧ください

保健行事予定表
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本年度の特定健診・胸部検診・胃がん検診・大腸がん検診の集団健診は、10月31日で終了しました。

年に一度は特定健診を受けましょう！

問い合わせ　ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）  参 893‐3811（年末年始を除く平日8：30～17：15）

いの町国保の40 ～ 74歳の方特定健診を受けましょう！！
「特定健康診査受診券」の有効期限が1月31日（月）になっ
ていますので、今年、まだ受診していない方は、それま
でに受診してください。受診券と問診票があれば、最寄
りの医療機関で受診できます。
また、仁淀病院で受診される場合は、割安な自己負担額
で胸部検診・胃がん検診・大腸がん検診をセットで受診
することも可能です。（申込期間12月28日（火）まで／ほ
けん福祉課へ電話でお申し込みください。）
胃透視コース　3,750円／胃カメラコース　11,950円

■特定健診とは…
メタボリックシンドロームに着目した健診のことです。
■特定健診のメリットは…
○ご自身の健康状態を確認できます。
○糖尿病や心臓病・脳卒中等を予防し、いつまでも健や
かな生活を送ることにつながります。

※医療機関で受診する場合は、加入している医療保険の
保険者が発行した受診券が必要です。また、受診の前
に医療機関で受診日をご確認ください。

申し込みのあった方に受診券を発行しています。現在、
生活習慣病で治療や服薬をしていない方でまだ受診され
ていない方は、ほけん福祉課までお申し込みください。
受診券と問診票をお送りします。

75歳以上（後期高齢者医療保険）の方

加入している医療保険の保険者又はお勤めされている企
業や事業所等に直接お問い合わせください。

サラリーマンご本人やサラリーマンの
扶養家族となっている配偶者などの方


